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｢数学者のための分子生物学入門｣
5..sites 軒~~臣一一直-
a b c 偏り
NJuni 40- 43 =85 45
NJgamma 64+ 49- 65 16
MLuni 76 + 48I+ 81 33
ML9amma 80 - 60･･61 12
図6:計算機シミュレーションでのNJ法とML法の比較
500sites 推定された樹形
方法 ⊂∈~~直 -[重工 その他
NJuni OヰC ニ43
NJ2.0 6 4〇 =33
NJl良 10 49 22
NJO.5 33二22 4
????
? ? ? ? ?
逆LBA
MLuni 3 13 ニ36
ML2.0 4 66 18
ML⊥9 6 68 12
MLO.5 7 77 2
????? ?? ?? ? ? ? ? ? ? ? ?
2000sites 推定された樹形
方法 F [重工 直 -その他
NJuniO 〇1 =37
NJ2.0 0 7C =22
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研究会報告
して陸に上がり､あるものは水の生活に特化して現在の魚へと進化していったと考えら
れる｡
7 まとめ
ここでは4つのテーマについて話を展開した｡
始めに､真正細菌の系統関係について ｢全生物の共通祖先が超好熱的であったか否か｣
という問題を扱った｡結果､超好熱的であったという意見がやや有力と言える｡
次に､古細菌の系統関係について ｢真核生物成立のメカニズム｣の問題を扱った｡結果､
Crenarchaeotaというメタン産生細菌でない古細菌が真核生物に近縁だと結論された｡
その次には､動物門の間の系統関係を扱った｡具体的には､無体腔動物､偽体腔動物､
真体腔動物の分岐の順序について議論した｡ここでは､始めに真体腔動物が現れ､そこか
ら偽体腔動物と無体腔動物が退化的に出現した､という結論が得られた｡これは伝統的な
見方と一致しない｡
最後に脊椎動物の間の系統関係を扱った｡特に四足動物の分岐について考察した｡結
果､系統樹の形は伝統的な見方を支持した｡
これらは全て我々の研究室で現在扱っている問題であるから､確定的な答えを与えるこ
とは難しい｡上記の結果には全て､現在も多くの異論があることを最後に注意しておく｡
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